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献
呈
の
こ
と
ば

平
成
二
五
年
三
月
三
一
日
を
も
っ
て
、
岩
岡
中
正
教
授
は
熊
本
大
学
法
学
部
を
定
年
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
は
、

長
年
に
わ
た
り
法
学
部
に
お
け
る
教
育
・
研
究
及
び
管
理
運
営
な
ど
本
学
部
の
充
実
発
展
に
ご
尽
力
な
さ
れ
、
そ
の
ご
功
績
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
学
部
は
、
長
年
に
わ
た
る
先
生
の
ご
貢
献
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
多
少
な
り
と
も
表
す

た
め
に
、
こ
こ
に
退
職
記
念
号
を
刊
行
し
、
惜
別
の
念
を
こ
め
て
献
呈
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

岩
岡
中
正
教
授
は
、
昭
和
四
五
年
三
月
九
州
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
同
年
四
月
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
に
進
学

さ
れ
、
同
四
七
年
三
月
に
同
課
程
を
修
了
さ
れ
た
後
、
同
年
四
月
同
大
学
法
学
部
助
手
に
採
用
さ
れ
、
昭
和
四
八
年
四
月
か
ら
九
州
大

学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
に
進
学
さ
れ
同
五
一
年
三
月
に
同
課
程
を
単
位
修
得
退
学
さ
れ
た
後
、
同
年
四
月
か
ら
一
年
間
同
大

学
法
学
部
助
手
に
採
用
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
Ｌ
Ｓ
Ｅ
大
学
院
留
学
や
日
本
学
術
振
興
会
奨
励
研
究
員
な
ど

を
経
て
、
昭
和
五
五
年
一
月
に
熊
本
大
学
法
学
部
講
師
に
採
用
さ
れ
、
同
五
六
年
四
月
に
助
教
授
、
平
成
二
年
一
一
月
に
教
授
に
昇
任

さ
れ
る
と
と
も
に
大
学
院
法
学
研
究
科
の
授
業
を
担
当
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
平
成
三
年
七
月
に
は
九
州
大
学
よ
り
博
士

(

法
学)

の
学

位
を
授
与
さ
れ
、
こ
の
た
び
定
年
に
よ
る
ご
退
職
を
迎
え
ら
れ
る
ま
で
、
実
に
三
二
年
余
の
長
き
に
わ
た
っ
て
本
学
部
の
た
め
に
ご
貢

献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
岩
岡
教
授
は
、
政
治
思
想
史
担
当
教
授
と
し
て
法
学
部
、
大
学
院
法
学
研
究
科
及
び
社
会
文
化
科

学
研
究
科
で
多
く
の
学
生
及
び
大
学
院
生
の
教
育
研
究
指
導
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
研
究
の
面
で
は
、
著
書

『

ロ
マ
ン
主
義
か

ら
石
牟
礼
道
子
へ

近
代
批
判
と
共
同
性
の
回
復』

(

木
鐸
社
、
二
〇
〇
七
年)

、『

虚
子
と
現
代』

(

角
川
書
店
、
二
〇
一
〇
年)

、

編
著
書

『

時
代
転
換
期
の
法
と
政
策』

(

成
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年)

、『
｢

地
域
公
共
圏｣

の
政
治
学』

(

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
四



年)

、
論
文

｢

共
同
性
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換

石
牟
礼
道
子
と
共
同
性
の
回
復｣
(

熊
本
法
学
九
七
号)

、｢

こ
と
ば
と
地
域
形
成

共
同
性
の
再
構
築
に
向
け
て｣

(

熊
本
法
学
一
一
九
号)

な
ど
の
ほ
か
、
著
作
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
数
多
く
の
研
究
業
績

を
上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
学
会
に
お
い
て
は
日
本
政
治
学
会
、
政
治
思
想
学
会
、
日
本
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
及
び
九
州
法
学
会
会
員
と

し
て
い
ず
れ
も
理
事
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
の
管
理
運
営
の
面
で
は
、
各
種
委
員

会
委
員
の
ほ
か
、
五
高
記
念
館
長
、
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
付
属
図
書
館
長
、
評
議
員
、
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科

長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
社
会
活
動
の
面
で
は
、｢

草
枕｣

国
際
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

(

熊
本
市)

委
員
長
、
熊
本
県
文
化
懇

話
会
世
話
人
、
熊
日
文
学
賞

(
熊
本
日
々
新
聞
社)

選
考
委
員
な
ど
多
く
の
委
員
を
歴
任
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
岩
岡
中
正
教
授
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
法
学
部
の
教
育
、
研
究
の
み
な
ら
ず
大
学
運
営
や
社
会
活
動
に
お
い
て
も
大

き
な
業
績
を
残
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。｢
大
学
改
革
実
行
プ
ラ
ン｣

な
ど
種
々
の
課
題
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
の
時
期
に
、

先
生
を
お
送
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
本
学
部
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
損
失
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て

は
今
後
と
も
法
学
部
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
益
々
ご
壮
健
で
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
、
こ
れ
ま
で
の
ご

功
績
に
対
し
て
法
学
部
を
代
表
し
て
心
か
ら
お
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
五
年
二
月

熊
本
大
学
法
学
部
長

山
崎

広
道




